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材料紹介:ラバソイドE

ニチレキ株式会社山梨安弘

1 はじめに

ラバソイドHは橋梁の床版防水材料で-あり、一般に流し貼りと呼ばれる工法に使用される。

床版防水工は鉄筋コンクリート床版への水の浸透防止を目的として施工される。コンクリー卜

床版は水に濡れた状態で走行車両等の繰り返し活荷重を受けるとクラックが発生し易くなる。ク

ラックから浸透した水は鉄筋を腐食させ、クラックの発生を促進させる。繰返し疲労試験の検討

結果によると、濡れたコンクリー卜床版は乾燥したものに比較して 1/100程度の疲労寿命になる

との研究報告がある。この対策として鋭意検討されたのが床版防水工で、ある。床版防水工の設置

目的は、鉄筋コンクリート床版を雨水から保護し耐久性を確保することにある。床版防水工はシ

ート系防水工と塗膜系防水工等に分類される。現在、防水の確実性から主としてシート系防水工

が使われているが、中でもラバソイドH工法は多くの実績と施工の信頼性から大きな市場占有率

を占めている。

2. ラパソイド E開発の経緯

日本における橋梁の床版防水工は昭和 35年に建設省管轄の城ケ島大橋(神奈川県〉で施工さ

れたのが最初であろう。ここで使用されたのはPMシート(ニチレキ側商品名:織布にアスフア

ルトを含浸したシート)で鋼床版の防錆の目的で採用された。現在、ラパソイドEはコンクリー

ト床版に主として使用されているが、同様に鋼床版にも用いられている。

ラバソイドHは本州四国連絡橋の橋面舗装が検討される過程で、当社が独自に床版防水工にも

っとも適したものとして研究開発し、提案した材料である。屋上防水工と床版防水工の最も大き

な相違は、床版・防水層・アスフアルト舗装の 3層構造となり、その上を車両が走行することに

ある。 3層はそれぞれ密着・接着することが肝要であり、防水層は防水効果に優れると共に床版

とアスフアルト舗装の線膨張係数から発生する応力の緩和層として働くことが要求される。

3. ラパソイドHの特長

PMシートからラパソイドEへの材質的変遷は、織布から不織布へ、含浸するアスフアルトが

アスフアルトコンパウンドから高度に改質されたアスフアルトへ高度化され、コンクリー卜床版

のクラック追従性を重視した材料設計となっている。

不織布は高弾性で、耐水、耐熱、耐候性に優れたポリエステル長繊維スパンボンドに合成エラ

ストマーで高度に改質したアスフアルトを含浸したシートである。

図 1に断面構成を示す。
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図-1 ラパソイドEの構成

現在、ラパソイドHは(社)日本道路協会の「道路橋鉄筋コンクリート床版防水層設計・施工

資料」や日本道路公団の「床版防水工設計・施工基準」をはじめ東京都等の地方自治体の品質基

準に合格し、他の追従を許さない品質を確保している。

ラパソイドHの品質の一例を表-1に示す。

表-1 ラパソイドEの品質の一例

社内規格 性 状

厚 さ 国皿 1.5........2.5 1.87 

単位重量 9/rrf 1，500+ 1840 

長手方向 10+ 17.8 
引張強さ kg/佃

巾 方 向 10十 14.2 

最大荷重時の伸び率 (長手/巾)% 10........80 51.3/57.6 

低温可捷性一100C(長手/巾) 4/5十 合格/合格

吸水膨張 500C (長手/巾)% :t 1.0 -0.12/十0.25

加熱収縮 1800C(長手/巾)% :t 1.0 0.76/+0.48 

4. 工法の仕様

ラパソイド H工法は、プライマー(商品名:カチコート Rまたはs)、貼付用アスフアルト
(商品名:ガムフアルト B)およびラパソイドEの工程で施工される。したがって、防水層とし

ての断面は表-2に示す構成となる。

表-2 ラパソイドE工法の断面と仕様

RC， PC 床版 鋼 床 版

第 1層 カチコート R 0.4.e /rrf カチコート S 0.4 .e / rrf 

第 2届 ガムフアルト B 1.2kg/ rrf ガムフアルト B 1.0kg/ rrf 

第 3層 ラノfソイドE ラノfソイドE

断
|ラパソイドE ラノfソイド E

ガ、ムフ 7)レト B i ガ、ムフアルト B

カチコート R カチコート S

面
$ RC・PC床版・鋼 床 版$

-49 




